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1主 題設定の理由と研究の経過

1主 題設 定の理 由

現在 の 日本社 会の経 済的特徴 と して、「金融 ビ ッグバ ン」 に代 表 される規 制緩和 や競 争 の 激

化 、終 身雇用制や年功序 列型賃金 といった従来続 いていたわが国 の労働慣行の変化 な ど、 これ

まであったシステムや価 値観の変容 があげ られる。また、情報化社会の進行 によ り、情報 収 集

の方 法は、活字 メデ ィアや電波 メデ ィアな どの既存 の ものに加 えて、イ ンターネ ッ トをは じめ

とす る情 報通信 システムの急速 な進歩、普及に よ り質的に も量的 に も飛躍的 に増大 している。

これ によって、個人が情報 を収集で きる機会が増大 した一方 、そ れ らの情報 に惑 わ される危 険

性 も増 大 してい る。 これ らの変化 に対応す るためには、個 人それぞれが 自己を確立 し、その 上

で課 題 についての正確 な情報 を収集 し、それ らを適切 に分析 して、社会 の変化 に的確 に対 応 で

きる能力 を身 につ けることが重要であ る。

これか らの学校教育で は、現代社会の諸問題について 自己 とのかかわ りに着 目して課題 を設

け、政治や経済 そ して倫理 、社会、文化 などの様 々な観 点か ら追 求す る学習 を通 して、現代 社

会 に対す る関心 を高め 、い かに生 きるか を主体的に考え、取 り組む態度を培 うことが重要 となっ

てい る。 とりわけ公民科 には、氾濫す る情報 に流 される ことな くその本 質を見極 め、現代 の社

会 につい て探究 しようとす る意欲や態度 を もった生徒 を育成す るこ とが求 め られてい る。

その ため には、生徒 に とって身近 な教材 を取 り上げて学習活動 の意欲 を喚起 させ ることに よ

り関心 を高め 、同時 に生徒 自身が これか ら生 きてい く上での課題 を事例 の一つ と して扱 う こ と

によ り、現代社会 の諸 問題 に主体的 に取 り組 む態度 を培 うことが重要 となってい る。そ こで、

め ま ぐる しく変化す る社会状況 を反映す る教材 を選び、生徒 の主体 的な課題追 究 を中心 と した

学習 を通 して 、 自らに在 り方生 き方 を問いかけ ることので きる授業 を工夫 した。

2研 究 の経過

本部会で は、主題 の趣 旨にそったテーマ として、「法 的な問題解決能 力」 と 「生命倫 理 」 を

扱 うこ ととし、2つ の分科会 に分 けて研究 を行 った。そのいずれに も、問題解 決的 ・体験 的 な

学習 な どの指導方法 を取 り入れた。諸課題 に対 して主体的 に取 り組 む態度 を培 うため には、 基

本的 な知識 を理解 させ る とともに、生徒が主体的 に参加す る授業 を工 夫する ことが重要で あ る

と考 えた。第1分 科会 では、「法的 な問題解決能力」 を扱 った。ここでは、「賃金 トラブル ・解

雇 ・リス トラクチ ャリング(リ ス トラ)」 といった労働 問題 の具体 的 な事 例 を設 定 し、 法 的根

拠 を示 しなが ら解決 してい く作業(ロ ールプ レイなど)な どを通 して、 「人 間 ら しく生 きる力

を身につ ける方法」 を探 り、それ を検証す る授業 を行 った。第2分 科会は 「生命倫理」 を取 り

上 げ、生殖 医療 、脳 死 と臓 器移植 、安楽 死 ・尊厳死 など生命倫理 をめ ぐる今 日的課題 に着 目さ

せ る とともに、それ らの問題 に対 する生徒相互 の意見交換(デ ィベ ー トなど)や 、介護 ・介助

体験 の学 習 を通 して、「自分 自身の生 き方 を問 う」授 業 を工 夫 した。

いずれの授 業 も、生徒 の生 きる現代社会 につ いて、 自己 とのかか わ りに着 目しなが ら、何 を

すべ きか、何 がで きるか などを追求 し、人間 としての在 り方生 き方 を考 えさせ る授業 の工 夫 を

図った。
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3研 究 につい ての構造図

共通テーマ 現代社会における主体的に生 きる方途と在 り方生 き方の 自覚の探究

法的 な問題解 決能力(第1分 科会)

主体 的に生 きる方途 を探 る

「現 代社会」の授業

ノ ＼
〈)

生命倫理(第2分 科会)

自ら生 きる倫理 についての 自覚

を深める 「現代社会」の授業

＼
〉ヒ

(展開)

＼1

相

互

適

宜

挿

入

す

る

(展 開)
＼
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。職場 で起 きている様々 な問題 を認

識 しよう

。現実 の労働 問題 の解決策 を探 ろ う

。身近 な労働 問題 の解決が、 人権 尊

重の精神 につ ながる ことを知 ろ う

・生命倫理 とは何 か

。生殖 医療 と障害のある人 た ち と共

に生 きる社会 について考 えよう

。脳 死問題 について考 えよう

。尊厳死 ・安楽死 について考え よう

「生 きる力」の育成 現 代社 会の諸問題 を解決す る能力1

1

「個」の確立
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II法 的な問題解 決能力(第1分 科会)一 主体的に生きる方途 を探 る 「現代社会」の授業一

1研 究 内容 と方法

流動 化の激 しい現代社会 にお いては、主体的 に生 きる方途 を探 りなが ら、生 きる力 を身 に付

ける ことが重 要で ある。今 回の学習指導要領の改訂が特 に求める もの もそ こにあ り、 「総 合 的

な学 習の時間」や 「学校設定教科 ・科 目」が新 たに設定 されたの も、その ような方向性で の各

学 校の工夫 を期待 したか らである。本分科会で は、現代 社会の諸問題 の うち、 自己 とのかか わ

りに着 目で きる内容 として労働 問題 を取 り上 げ、新学習指導要領の公民科 「現代 社会」 の 「(2)

現 代の社会 と人 間 としての在 り方生 き方 一 イ 現代の経済社会 と経 済活動の在 り方 、ウ 現

代 の民主政治 と民主社会 の倫理」 との関連で 、その教材化の方法 を探 ろ うと考 えた。そ こでは、

労 働問題の解決策 の一つ として、生徒 の 「法 的な問題解決能力」 を向上 させ、 この こ とを通 し

て現代社会の諸問題 に主体 的に関わる態度 を育成す ることにね らい を置いた。

「法的 な問題解決 能力」 とは、「法的知識 力 ・法的判 断力 ・法的活 用 力」 を総合 的 にはた ら

かせ る能力であ り、今 日、 自己責任 の原則が強調 されてい るなかで、 この能力は重要 にな って

いる。法的 な問題解決能力 の向上 を通 じて、生徒 は、社会の構成員 として 「自由 ・権利 と責任 ・

義 務」の関係 を理解 し、民主主義 的な資質 を育成 し、積極的な社会参加 を果たす ことがで きる。

い うなれば、民主社会の倫理の形成 に、個人 レベルか ら接 近する方法 として、法的 な問題 解決

能力の育成 を考 えるので ある。 そこで は、知識 としての法律 を学 習する ことでは な く、実 際上

遭遇す る様 々な トラブルに、あ らゆる角度か ら自ら立 ち向か える姿勢 の育成 を図 るこ とが 重要

とな る。

本分科会で は、全体で5時 間の単元学習 を設定 した。第1時 では導 入部 と して、 ロール プ レ

イを使い 、生徒の 身近 な ところに想定で きる労働問題の擬似体験 を通 じて、法的 な問題解 決 能

力 の必要性 を感覚的 につか ませ る。第2・3時 では、第1時 での学習 成果 をさらに一段高 い レ

ベ ルの認識へ と発展 させ ることをめ ざす。現実の賃金や解雇 をめ ぐる トラブル を生徒 に提 示す

るこ とで、個 人のみの力で は容易 に解決 し得 ない現実 の姿 を認識 させ 、「社 会規 範」 と して の

労働基準 法の遵守 と労政事務所等の機関が、健全な労働 生活擁護 のためいか に重 要で あるか を

把握 させ る。第4時 で は、前段階の学習 をふ まえ、労働 問題 を未然 に防 ぐため、高校生 に とっ

て、是非 とも把 握 してお くべ き就職 をめ ぐる基本事項(求 人票 をめ ぐる知識等)を お さえ、 第

5時 では学 習の まとめ と して 、法的 な問題解決能力の向上が、最終 的には人権尊重の精神 に合

致す る ものであ り、その こ とを通 じて は じめて民主社会 の倫理 も形 成 され るとの認識 の確 立 を

め ざす。

これ らの学習 を通 じて強調 してお くべ きことは、 自らが行動 を起 こさなければ事 は何 も解 決

しない とい う点であ り、 この認識 を確保で きるか どうかが、本単元 の学習の成果 を左右す る と

考 える。その背景 にあ るの は、や は りアイデ ンテ ィテ ィの確 立である。 自らが何 をなすべ きか

を積極 的 に探 究す る人間の姿 を、生徒 な りに と らえ させ 、 その こ とを通 じて 、生 徒 に社 会 の

「公正 さ」 とは何 か、その実現 に向けて 自らに課 された課題 は何か 、 そ して どうす れば 自己 実

現 を図ってい くことがで きるか を考 えさせてい くのである。言いかえれば、新た な自分像 の発

見 を生徒 自身に追究 させ るのであ る。
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2指 導計画 「法 的な問題解決 能力」一主体 的に生 きる方途 を探 る 「現代社会」 の授 業一

学 習 項 目1具 体的 な学習内容 ・学習活動 留 意 点

〈1>職 場 で起 きている様 々 な問題 を認 識 しよう(第1時)

第

1

時

職場 での様 々な

トラブル

(賃金 ・不 当 な

解雇 をめ ぐる

トラブル)

・賃 金 と不 当 な解 雇 に つ いて の トラブル を、

擬 似 体 験 し、労 働 問 題 は他 人事 で はな く、

身 近 に起 こ り得 る 問題 で あ る こ と を 学 習

す る 。

・擬 似 体験 にあ らわれた 問題点 をワー ク シー

トに ま とめ る 。

・社会 で起 きて い る労 働

問題 は身近 に起 こ り得

る問題 であ るこ と を認

識 させ 、現 実社 会 の 出

来事 に問題 意識 を もた

せ る ようにする。

<2>現 実 の労働 問題 の解 決策 を探 ろ う(第2・3・4時)

第

2

時

現実の労働 問題

(賃金 をめ ぐる

トラブル)

・その解 決 策 と

労 働基準 法 の ポ

イン ト

・賃金 をめ ぐる トラブル事例 の
、解決 策 を

考 える。

・労働基準法 の観点 か ら事例 の問題 点 を探

り、労 政事務所 、労働基準監督署 の 活動

を理解 する

・労働条件通知書 の重要性 を理解す る。

・労働基準法の重要性 と、

労政事務所等 の 公 的機

関 の役割 の大 切 さを把

握 させ る。

第

3

時

現 実の労働問題

(不当 な解 雇 を

め ぐる トラブル)

とその解 決策

・新 聞資料等 に見 られる不 当な解 雇の 実態

を知 り、その法的問題点 を把握す る。

・解決策 を考 える。

・実際の トラブルは どのよ うに対応 され た

か を、資料 によ り把握す る。

・労働基準法上 の 問題 点

を把握 させ 、労 政事 務

所等の役割 を理解 させ

る。

第

4

時

現実 の労働 問題

(就職 活 動 をめ

ぐる トラブル)

とその解 決策

・これまで、 学 んで きた現実 の労働 問 題 を

未然 に防 ぐためにも、高校生 にとって適 切

な就職活動が大切であることを理解する。

・求人票の見方 を学習 して、その重 要性 を

把 握 し、労働基準法の内容 を再確認する。

・求 人 票 の見 方 の ポ イ ン

トを把 握 させ る 。

・男 女 雇 用 機 会 均 等 法 に

もふ れ る 。

<3>身 近な労働問題の解決が、人権 尊重の精神 につ なが ることを知 ろ う(第5時)

第

5

時

法的 な問題 解 決

能力 の向上 と基

本的 人権 の尊重

・労働環境上の トラブルに現実 に遭遇 し
、

積極 的 にその問題 に対処 して きた人 々の

姿勢(態 度)を 新聞資料 よ り探 る。

・法的な問題解決能力の向上 と、基 本的 人

権尊 重の精神 とが密接 に関係 して い る こ

とを把握 する。

・法的 な問題解 決 能力 の

向上 は、人権 尊重 の 精

神 をその精神 的支 柱 と

してい るこ とに気 付 か

せ る。
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3指 導案 〈1>職 場 で起 きている様 々な問題 を認識 しよう

第1時 職場 での様 々な トラブル

(1)本 時 のね らい

賃金 をめ ぐる トラブルや不 当な解 雇な ど、具体的 な事例 をあげ ることで勤労経験の少 ない

生徒 に労働 問題 に対 する関心 を もたせ 、そのよ うな トラブルは身近 に起 こ り得 るこ とを認識

させ 、問題意識 をもたせ る。

(2)本 時 の展開

学 習 項 目 学 習 活 動 指導上の留意点

導
入
10

分

職場 で の トラ

ブル

・資料 を見 て 、賃 金 ・解 雇 をめ ぐる トラ

ブ ル の 一 つ を把 握 す る 。

・労 働 問 題 に関心 を もたせ る。

展

開

30

分

賃 金 ・解雇 を

め ぐる トラ ブ

ルの実態

トラ ブルの解

決策

・ロー ル プ レ イ を行 い 、 そ こに 発 生 した

トラ ブ ルの ど こが 問題 点 で あ る か を考

察 し、生 徒 同 士 で 発 表 し合 う。

・発 表 され た内容 も参考 に しなが ら、ワー

ク シ ー トに 自分 な りに考 え た 問 題 点 を

記 入 す る。

・トラ ブ ル を解 決 す る方 法 を考 え 、 生 徒

同士 で発 表 し合 う。

・発 表 され た 内容 も参 考 に しなが ら解 決

方 法 を ワ ー ク シ ー トに記 入 す る。

・解 決 方 法 を取 り入 れた 新 た な ロ ー ル プ

レイ の 中で 、発 表 され た い くつ か の 解

決方 法 が 適 切 な もの で あ るか ど う か を

検 討 す る 。

・トラブルに遭遇す る可 能 性

のあ るこ とを理解 させ 、 他

人事で はな く、 自分 の 問題

として考 え させ る,

・月給が税込 みか、手取 りか

等 の問題 点に も気付 かせ 、

関心 の幅 を広 げ させ る。

・発表 された解 決方法 の要 点

を整理 す る。

・発表 された解決方法 を ロー

ルプ レイの中で新 た に演 じ

させ 、それが真の解 決 につ

なが るか どうか を生 徒 に考

察 させ る。

ま
と

め

10

分

問題意識の定

着化

・ロー ル プ レイ に あ らわ れ た問 題 と生 徒

同士 考 えた解 決方 法 を め ぐっ て 、 自分

な りに感 じた こ と を ワー ク シ ー トに記

入 す る。

・社会で起 きてい る様 々 な労

働問題 に対す る問題意 識 を

喚起す る。

(3>評 価 の観 点

① ロール プ レイにあ らわれた労 働問題 を、他 人事 ではな く、今後 自分 も遭遇す る可能性 の

あ るもの と して、主体的 に考 える ことがで きたか。

② 労働問題 に関心 を もち、現実の出来事 に対 して問題意識 を抱 くようにな ったか。

③ 現実の労働問題 を客観的 に分析す る力 を育 成する ことが で きたか。
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(4)資 料

ロ ー ル プ レ イの 役 割(役 割 … 店 長:教 師 店 員:代 表 の生 徒1名)

・ね らい ロ ー ル プ レイ を通 じて 、賃 金 ・解 雇 をめ ぐる トラ ブ ル を認 識 させ 、 そ の 解 決 策

を探 らせ る。

・留 意 点

・内 容

ワ ー クシ ー ト

設 問1

設 問2

設 問3

店員 となる生徒 を事前 に決 めてお き、簡単 に打 ち合 わせ を行 い、授業 に臨 む。

A社 に就職 したBさ んは、面接 の際 には、人事担 当者 か ら 「月給18万 円」 と口

頭で言 われ たの に、実際 には15万 円 しか支払 って くれませ んで した。理由 を尋

ね る と、「月給 が18万 円 になるのは6カ 月後か らで 、新 人の うちは 仕事 も十 分

にで きないので 月給 は15万 円で ある」 と言 われま した。 しか も、 「会 社 の経 営

状 態が苦 しいか ら明 日か ら来 な くていい よ」 と解雇 まで通告 されて しまい ま し

た。

(解答枠 は省略)

ロールプ レイで見 られた事例 の問題点 は、何 だ と思 います か。

この事例の問題 は、 どの ように解決すれ ばよい と思 います か。

今回の ロールプ レイにみ た労働問題 につ いて、その解決方法 も含 めてあ な た

は どの ような感想 を抱 きま したか。(枠 は略)

〈2>現 実の労働 問題の解決策 を探 ろ う

第2時 賃金 をめ ぐる トラブルの解決法

(1)本 時 のね らい

職場 での賃金 をめ ぐる トラブル などの具体的 な事 例 をあげ、その解決法 な どを生徒 に考 え

させ 、調べ させ ることで、 トラブルを解決 してい くための方法の一つ と して、法的 な問題 解

決能力 を身につけ させ る。

(2)本 時 の展 開

学 習 項 目 学 習 活 動 指導上の留意点

導 職場 で の トラ ・前 時 で 活 用 した ロ ール プ レ イの 事 例 に ・使 用 者 の 行 為 は 、 法 に 抵 触
入

5
ブルの事例 つ い て 、 再 度 問 題 点 な ど を確 認 す る 。 す る可能性 があ る こ とに気

分 付 か せ る。

労働基準法の ・労 働基準法の概 要説明 を聞 く。 ・労働 基準 法 を抜粋 した資料

内容一 を配 布 し、 説 明 す る 。

展 「ロ ー ル プ レ ・労 働 基準 法 を調 べ 、 この事 例 に適用 し、 ・ワ ー ク シ ー トAを 配 布 す る 。

イの事 例」 に 結 果 を ワー クシ ー トAに 記 入 す る 。

あ らわ れた ト ・行 為の違法性 を使用者 に抗議 して も、 ・ワ ー ク シ ー トAを 利 用 し
、

開 ラブルの 解 決 それだけでは根 本的 な解 決 とはな らな 生徒 自身 に考 え させ る。

への糸 口 い場合 がある ことなどを理解 する。
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トラブ ルの根 ・労政事務所 の活動 を紹介 した資 料 を使 ・労政事務所 、労働 基準 監 督

35 本的な解決策 い、労 政事務所 の役割 につ いて具 体的 署の役割 を理解 させる。

に理 解 す る 。

トラブ ル を未 ・トラブル を未然 に防止す るための 注意
・労働条件通知書 を使 用者 に

分 然に防ぐ方法 点 を考 え、結 果 を ワー クシ ー トAに 記 提示 させ 、書面 にす る こ と

入 す る 。 の大切 さを認識 させ る。

ま

と

トラ ブルの解

決 方法

・ワー ク シ ー トBを 活 用 して 、 トラ ブ ル

の 解 決 方 法 を体 系 的 に確 認 す る 。

・ワ ー クシ ー トBを 配布 す る。

・法 を学 ぶ こ との 重 要 性 につ

め い て も指摘 す る 。
10

分 ・次 回 の 内容 を予 告 す る 。

(3)評 価 の観 点

① トラブルに遭遇 した場合 の解決方法 をめ ぐって、労政事務 所、労働基準監督署 の役 割 と

重要性 につい て理解 し、広 い視野 か ら考 えるこ とがで きたか。

② トラブルの解 決にあた り、法の果 たす役割が大 きいこ とを理解 し、法 を学 び身に付 け る

重要性 を実感 で きたか。

(4)資 料(7頁 の ロールプ レイの内容 に もとつ く)

ワ ー ク シ ー トA(解 答欄 は省 略)

1.人 事 担 当者 の 言動 の うち 、(1)違 法行 為 と考 え られ る の は どの行 為 か 、(2)ま た 、それ は 、

労 働 基 準 法 の 第何 条 に違 反 して い るの か 調べ て み よ う。

2.労 働 基 準 法 に 違 反 して い る と抗 議 して も、担 当者 は改 善 しな い まま で 問題 が解 決 し ま

せ ん 。 さて 、 あ なた な ら ど う します か 。

3.人 事 担 当者 の 違 法 行 為 が この トラブ ル の根 本 的 な 原 因 です が 、(1)Bさ ん の行 動 に は 問

題 は無 か っ た で し ょうか 。② また 、 この よ うな トラ ブ ル を未 然 に 防 ぐに は 、 ど う した ら

よい と思 い ます か 。

ワ ー ク シー トB

次 の 文 の 空 欄 に適 切 な語 句 を記 入 しな さい 。

(1)ト ラ ブ ル を未 然 に 防 ぐた め に も、労 働 条 件 そ の 他 、 重 要 な事 項 は 、 口頭 で は な く、 き

ち ん と()に して 、相 手 方 と双 方 で 確 認 し合 う こ とが 大 切 で あ る。

(2)ト ラ ブ ルが 起 きた ら、相 手 方 の行 為 に()行 為 が ない か ど うか 、調 べ て み る 。

労 働 条 件 に 関す る トラブ ル に つ い て は 、労 働 者 を()す る 目的 で 制 定 され て い る

()法 を調 べ て み る。

(3)調 べ た結 果 を も と に相 手 方 と話 し合 う。 そ れで も解 決 しな い場 合 、各 都 道 府 県 にあ る

()に 相 談 した り、()に 申告 し、解 決 を 図 る。
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第3時 現 実の労働 問題(不 当な解 雇)

(1)本 時の ね らい

「不 当な解 雇」 の実 態 を知 ることを通 してその解 決法を生徒 に考え させ 、そ こに必要 な基

本的 な法 的知識 を獲得 させ、法的な問題解 決能力 を身に付 け させ る。

(2)本 時の展開

学 習 項 目 学 習 活 動 指導上の留意点

導
入
10

分

不当な解雇の実態 ・新 聞や労働経済局 の事例(資 料参照)

に よ り、不況下での解雇 の実態 を考

察す る。

・新 聞や労働経 済 局 の事

例 を配布 し、生徒 の 関

心 を促す 。

展

開

30

分

不当な解雇の法的問

題点

労働基準法の主な内

容

不当な解雇を解決す

る方法

労働基準法の意義と

公的機関の役割

・資料で示 された解雇 の内容 につ いて

把握す る。

・指摘 した問題点 をワークシー トの設

問1に 記入す る。

・問題点 に対処す る法律 は労働 基準 法

が主 な ものであ ることを学ぶ。

・労働基準法の資料 を見て
、 問題点 を

労働基準法の観点か ら考察 し、 その

内容 をワー クシー トの設問2に 記 入

する。

・この ような問題点 の解決策 を考 え
、

発表 する。

・発表 された内容 も考慮 しなが らワー

クシー トの設 問3に 自分 な りの解 決

策 を記 入 してみる。

・実際 の トラブルは どの ように解 決 さ

れたかを資料 によ り確認す る。

・労政事務所等の公的機関の必 要性 を

認識す る。

・不当解雇 と思 わ れ る も

の もあ るこ と、 またそ

う した問題 は、労 働 基

準法 に抵触す る可 能性

があ るこ とに気 づ かせ

る。

・労働基準法 の資料 を用

意 し、法律上 、 問題 に

な りそ うな点 を考 え さ

せ る。

・トラブルの解決例を生徒

に配布 し、実際の解決の

方法の例を解説する。

・労政事務所等 の実 際 の

仕事 も解説 し、 その重

要性 を指摘 す る。

ま

と

め

10

分

労働基準法の意義の

再確認

・労 働 基 準 法 が い か に労 働者 の 生 活 を

擁 護 して い る か を認 識 す る 。

・本 時 の学 習 で分 か っ た こ と(感 想)

を ワー ク シ ー トの設 問4に 記 入 す る

・労 働基準法が基 本 的 人

権 の擁 護 にい か にか か

わっているか、 そ の重

要性 を再確 認 させ る。
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(3)評 価 の観点

① 不当 な解雇の実態 を理解で きたか。

② 不 当な解 雇の問題解 決にあた り、法(労 働基準法)の 果 たす役割 が大 きいことを理解 し、

法 を学 ぶ必要性 を十 分に認識 で きたか。

③ 労政事務所等 の公 的機 関の役割 と重要性 につ いて理解で きたか。

(4)資 料

1.事 例

ある会社 での こと。二人の女子社員が部長 に呼 ばれ、「経営 状況 が厳 しい ので今

日で辞 めて もらいたい」 と言 い渡 された。突然 のこ とであ り、当 日は退社 したが 、

その後 二人で会 う機 会があ り、社 内では 自分 たちが仕事の ミスで辞め させ られ た と

の うわ さもあ ることを知 った。退職金が 自己都合扱 い となっているこ ともあ り、 き

ちん と した解雇理由が知 りたい と彼女たちは思 っている。

2.上 記事例 の実際上 の解決法

労政事務所 が会社 の人事担 当役員 か ら事情 を聞 くと、経費節減策 として仕事 の一 部 を派

遣社員 で代 替す る方針 があ った こと、 このため、「退職勧 告 を したが 、 解雇 した わけ は な

い」 との返答 を得 る。

労政事務所で は、両者の事実認識 に大 きな差異があ るため、両者 で話 し合 うことを提 案

し、双方が了解 。話 し合 いの場で 、冒頭 、同事務所 が解雇 と退職 の違 い、解 雇の際の 法的

留意点等 を説明後 、両者 の話 し合いが もたれた。その結果 を踏 まえ、同事務所 が調整 し、

① 退職で はな く解雇で あるこ と ② この解雇 は女子社員の ミス に起因するのでは な く会 社

の都合であ るこ とを定例 の朝礼 で社長か ら全社 に周知す る ③ 解雇予告手当て を支払 う

④ 会社都合 の退職金支給 とする とともに、退職金規定 によ り功労金 を上乗せす る、の4点

で合意 し、解 決のは こび となった。(『労働相談お よびあっせ んの概要』平成10年 度(東 京

都労働経済 局)原 文の一部 を修正)

3.ワ ー ク シ ー ト(解 答 欄 は省 略)

設 問1こ の 事 例 の 問題 点 は何 だ と思 い ます か?

設問2設 問1で 記入 した問題点 で、労働基準法の資料 を見て、労働基準法 に抵触す る部

分が あればそれ を答 えな さい。

設 問3こ の 問 題 を防 ぐた め に は 、 あ な た な ら ど う します か 。

設 問4実 際 に取 られ た トラブ ル 解 決 策 に つ い て 、 あ な た は どの よ うに思 い ま した か 。 ま

た 、 本 時 の 学 習 を通 じて どの よ うな 感 想 を抱 き ま した か 。
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第4時 現実 の労働 問題(就 職活動 をめ ぐる トラブル)そ の解 決策

(1)本 時 のね らい

求人票 な どの資料 を活用 させ ることによって、労働問題への関心 を高め 、労働 問題の発 生

を自 らの責任 において未然 に防 ぐ方途 を理解 させ る。

(2)本 時 の展 開

学 習 項 目 学 習 活 動 指導上の留意点

導
入
5
分

就職活動 と求 人票 ・履

歴書

・就職活動 を始め る際 に、 就職 し

たい企業の求人票 と履歴 書が 必

要 なことを理解す る。

・就 職 活 動 を始 め る際 に 何

が 必 要 か 、 発 問す る 。

・求 人 票 を配 布 す る 。

展

開

40

分

① 求 人票の見方

② 労働 法 との関連

③ 労働条件 の把握

④ 雇用 をめ ぐる トラブ

ルの防 ぎ方

・求人票 と 「求人票の見方」 を対

照 させ なが ら、「求人票 の見方」

の説明 を聞 く。

・労働条件の意味 ・内容 を理解 し、

労働基準法の内容 を再確認する。

求人者、就業時間、休憩 、 休

日、賃金

・高卒用 求人票が男女 別で な い点

に気付 き、男女 雇用機 会均 等 法

を理解 する。

・未記 入の求人票に該 当事項 を記

入する ことによ り、労 働条 件 を

把握 し、求人票の見方 を理 解す

る。

・求人票が労働条件の明示 と関わっ

ているこ とを確認 し、そ れが労

働 問題 を未然 に防 ぐ一 手段 とな

るこ とを認識す る。

・ 「求人票の見方」(資 料)

を配布す る。

・確 認のため、板 書 に よ り

求人票の見方 、労働 条件

の意味や内容 を説明する。

・労働基準法の意 味 ・内容

の再確 認 を図 る。

・男女 雇用機 会均等 法 につ

いて も理解 させ る。

・ 「求人票 の見方」 の記 入

事項 を求 人票 に記 入 させ

る。

・机 間巡視 を行 って個 別指

導 し、授業 内容 の理解 を

図る。

ま

と

め

5

分

ま とめ ・以上の学習 について理 解が不 十

分 な点が ないか、確認す る。

・質問等 を受 け付 け 、授 業

内容の理解 を再度 図る。

(3)評 価 の観 点

① 求人票の見方 を学ぶ こ とによ り、労働条件 を把握 し、それが労働問題 を未然 に防 ぐ一 手

段 となる こ とを理解で きたか。

② 求 人票 を通 して、労働基準法の内容 を再確認 し、働 く者の権利 ・義務 を理解す る こ とが

で きたか。
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(4)資 料

〈現代社会 〉 求人 票の見 方

問.つ ぎの事項 を求 人票(高 卒用 求人票)に 記入 しな さい(該 当項 目は○でか こむ)。

1.求 人者

事業所 名→○○ 商事株 式会社 所在 地→東京都○○ 区○○ 就業場所→ 同上

生産 品 目 ・事 業内容→小 売業 従 業員数→ 当事業所 ・企業全体 とも200人(男100

人 ・女100人)創 業→ 昭和20年 資本金→1億 円 労働組合→ 有 就業規則→有

2.就 業 時間 ・休 日等

就業時 間→ 午前9時00分 か ら午後5時00分 休憩時 間→昼60分 ・計60分

交替制→無 残業→ 無 休 日→ 日曜 ・祝 日、毎 回土曜 日

週休2日 制→ 有 ・完全

有給休暇→ 入社 時0日 ・6ヵ 月後10日 ・最高6年6ヵ 月後20日

3.賃 金

定期 的に支払 われる賃 金:基 本給→160,000円

賃金か ら控 除す る もの:税 金→6,000円 社会保険料→20,000円

※通勤 の場合 の①合 計、②控 除額合 計、手取額(① 一②)を そ れぞれ計算 しな さい。

支給 日→25日 締切 日→20日 賃金形態→ 月給

特 別に支払 われる手当:通 勤手 当→全額 賞与:新 規学卒者の昨年度実績→年2回 、

合計3.0か 月分 定期 昇給→ 年1回 ・合計5,000円 退職金→有(最 低資格3年)

4.職 種→ 一般事務

51求 人数→(不 問)10人

6.作 業内容等

7.福 利厚生等:加 入保 険等→健康 ・雇用 ・労災 ・退職金共済 ・財形

定年制→有(60歳)

8.通 学→否

9.応 募 ・選考:受 付期 間→9月5日 以降随時 選考月 日→9月16日 以降随時

選考方法→学科試験(一 般常識 ・作文)・ 面接 採 否決定→3日 後

選考旅費→有

10.入 社 日→12年4月1日

11.補 足 事項

12.採 用 事務担 当者

13.事 業所名 ・代表者名

14.求 人連絡 ・推薦数

15.雇 用 保険適用事業所番号

16.離 職状 況→8年3月 卒 採用10人 、離職2人9年3月 卒 採 用8人 、

離職1人10年3月 卒 採用9人 、離職1人

(東 京都労働経済局 発行 「新 卒者募集 のために」 よ り作成)
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〈3>身 近 な労働 問題 の解決 が、人権尊重 の精神 につながるこ とを知 ろ う

第5時 法的 な問題解決 能力の向上 と人権尊 重の精神

(1)本 時の ね らい

これ まで の学 習で高め られた法的 な問題 解決へ の理解 を確 実 なもの とす るため、実際 の労

働問題の解決 に努 力 して きた人々 を知 らせ 、法的な問題 解決が基本的人権 の尊重の精神 に合

致す るこ とを理解 させ る。

(2)本 時の展開

労働 問題 の解 決に努 力す る

人の姿 を、新 聞等 の資 料 に

よって知 る。

(導入) 法的な問題解 決能力が、解 決の決 め手 とな

る ことを再認識 させ る。
〉

↓
労働 問題 は基本的 な生 活 基

盤 を脅 かす ものであ る こ と

を再認識す る。

(関連)
生徒 に気付 かせ たい観点

労働問題は人権 の侵 害 につ なが

るとい うこと。

、

(挿 入) 生徒 に把握 させ たい認識
≠

トラ ブル は 自分 に も起 こ り得 る

とい う認識 を もた せ る 。

法的 な問題解 決能力 が 自ら

の人権 を守 る ことを、理解

す る。 (発展)
E

W

法的 な問題解 決能力 の発揮

は、結局 、 自分 のみ な らず

他者の人権 や生活 基 盤 を も

擁護す るこ とを理解す る。

(関連)

生徒 に気付 かせ たい観点

「人権 尊重 の精神」 の育 成

⇒公民 と しての必要な能 力 と態

度 につながる とい うこと。

↓(ま とめ)

「法的 な問題解決 能力」 を

め ぐって 、感想文 を まとめ

発表す る。

(3)評 価 の観 点

① 労働問題が 、基本 的な生活基盤 を脅 かす ものであるこ とを理解 で きたか。

② 労働問題の解決 に努力 して きた人々の生 きる姿勢 を学ぶ こ とがで きたか。

③ 法的 な問題解決能力 を活 かす ことが 、結局 は人権尊重 の精神 に合致す る ことを理解 で き

たか。
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皿 生命 倫 理(第2分 科 会)一 自 ら生 きる倫理 についての 自覚 を探 める

「現代社会 」の授業一

1研 究 内容 と方法

今 日の社 会は、科学技 術の著 しい発達 によ り豊かで便利な社会 になった。 しか しその反面 、

い くつ かの間題が生 じてい ることも確かであ る。公民科 では、その諸問題 を生徒 一人 ひ と りに

自分 自身の課 題 と して考 えさせ、 さらに この学習を通 して生徒 自身が 自分 の在 り方生 き方 を問

い直す ことので きる指導が求め られている。そ こで本分科会 では 「生 命倫理」をテーマに選び、

研究 を進 めた。医療技術 の進歩は著 しく、生殖 医療 な どは倫理 的な議論 や法整備 よ り技術 が 先

行 している との指摘 もあ る。 また脳 死 と臓 器移植 も私 たち 自身が 当事者 として選択 や決断 に迫

られる事態 も十分 に考え られ る。生 命の問題は極 めて今 日的であ り、今後 さらに議論 を深 めて

い くべ き重要 な倫理 的問題 である。

平成15年 度 よ り実施 される新学習指導 要領 の公民科 において、生命倫理の問題 は重 視 されて

お り、倫理で は 「(2)現代 と倫理 ウ 現代 の諸課題 と倫理」 におい て、生命又 は環境 のいず れ

か にお ける倫理 的課題 を選択す るこ ととなってい る。 また現代社会で は 「② 現代 の社会 と人 間

と しての在 り方生 き方 ウ 現代の民主政治 と民主社会の倫理」 において、生命 の尊重 につ い

て考 えさせ るこ ととなっている。

ここ数年、生命倫理 につ いて、私 たちは新聞等のマス メデ ィア においてほ とんど毎 日とい っ

て よい ほ ど関連 した記事 な どを 目に して いる。 しか しあふれ る情 報量の多 さに もかか わ らず 、

その内容 は十分 には理解 されていない。現代社会の多 くの科学技 術がそ うであ るよ うに、医療

技術 もその専 門性 ゆえに、一般の人 々には近づ き難い もの になっている。 したが って 、高等 学

校 の公民科の授業 において は、生徒 に対 し 「生命(い の ち)」 に関 して い ま何 が 問わ れ てい る

のか、生徒 に理解 させ る必要があ る。

ところで、生命倫理 とい う言葉で くくられる問題 には どんな問題が あるのだろ うか。生殖 医

療 、脳 死 と臓 器移植 さらには尊厳死 ・安楽死な どが考え られ、これ らの問題 に対 して、高校 生

の多 くは必ず しも身近 な問題 と して とらえてはいない。 しか しこの問題 は、人間 と しての生 き

方 にかかわる問題であ り、公民科 の授 業で取 り上 げるべ き重要 な課題で もある。

本 分科会では、授 業展開は8時 間で構 成 した。 第1時 で は生命倫理 を総論 的に説 明 し、 第2

時以降で よ り詳 しく個々のテーマに入ってい く。基本的 なスタイルはそれぞ れのテーマ につ い

て基 本事項 を確 認 し、その後 自分の意見 ・立場 を考 え させ 、ま とめ とす る。全体 の まとめの授

業 につ いては、作 文 といった形で 自分の意見 を整理 させ た り、デ ィベ ー ト形式 で対立 する意 見

を理解 させ た りするな ど、生徒参加型 の学習法 を用 いるこ とによって理解 を一層深化 させ る工

夫 を行 った。その際 、学校 や生徒の実態 に合 わせた工夫 も重要であ る。特 に現代 の高校生 は生

活体験 が不足 してお り、やや もす る と学習 に対す る動機付け に欠 けてい る。 しか し反面、 自分

にふ さわ しい生 き方 を求 めて思い悩 んで もい る。 したが って、単 なる知識 と してではな く、 生

命倫理の問題 をひろげ なが ら、障害のあ る人た ちに対す る理解 ・共感 を一層促 し、 さらに はボ

ランテ ィア活動 について の学習 などを通 して 、生徒 自身が 日々の生活 を見つめ 、自分 の在 り方

生 き方 について考 えるこ とので きる授業 を工夫 した。

一14一



2指 導計画 生命倫理 ～ 「生命(い のち)」 について考 えよう～
一

学 習 項 目 具 体 的 な 学 習 内 容 指導上の留意点

第
生命倫理とは何 ・生命倫理 とは何 かを概観す る。そ の な ・個 々 の 内容 を 詳 し く述 べ

i
か か に生殖医療 、脳死 と臓器移植 、 尊厳

死 ・安楽死 な どが あることを確認する。

るのではな く、概 略 を説

明 し、今 日的問題 で あ る

時
こ とを理 解 させ る。

生殖 医療 と障害 ・生殖 医療 をめ ぐる問題 につい て学ぶ ・断片的 な知識 の伝 達 で は

第 のある人 た ち と ① 出生前診 断 ② 人工授精 ・体外受精 な く、 「AIDな ど は 認

2
共 に生 きる社 会 ③その他の生殖技術 め られるが」 な ど生 命 を

o について 考 え よ ・出生前診 断 との 関係 で 「障害 のあ る人 め ぐる倫理 的課題 と して

3 う たち と共 に生 きる社会」 につ い て考 え 生徒 に考 え させ る よ うに

時 る 。 工 夫 す る 。

脳死と臓器移植 ・脳 死 の歴 史

につ い て 考 え よ (1)な ぜ 脳 死 が 考 え られ る よ う に な っ た の ・意 見 が 偏 らな い よ う に 注

第
う か 、 その 歴 史 を知 る。 意 す る。

4 (2)「臓器移植法」 と法制定後の具 体的 な ・事 実 を客観的 に伝 える

● 移植手術 をめ ぐる問題 について 、資料

5
を も とに学 ぶ 。

時
・臓 器 移 植 の もた らす もの ・臓 器提 供者の家 族 の思 い

臓器移植が今 日の社会 に与 える影響 に や末期医療 と看取 りの 問

つ い て 考 え る。 題 に も触 れ る。

尊厳死 ・安楽 死 ・人 間 ら しい 「死 」 とは何 か ・専 門用 語 は 避 け 、 分 か り

につ い て 考 え よ (1)安 楽 死 ・尊厳 死 易 く説 明 す る 。

第
う (2)諸 外 国 の現 状 ・諸外 国の法制度 の内 容 の

6 オ ランダの 「安楽死関連 法」 な どを手 学習 を通 して、 日本 の現

● が か りに 、諸 外 国 の現 状 を 知 る 。 状 を考 え させ る。

7 ・医 師 と患 者 の 関 係 ・人権 との関連 に も留 意す

時 「リ ビ ン グ ウ ィ ル 」、 「イ ン フ ォ ー ム ド る 。

コ ンセ ン ト」 な ど医 師 と患 者 の 関 係 を ・安楽死 をめ ぐる訴 訟 につ

考 え る 。 い て触 れ る 。

第
ま とめ 以上 のテーマの中か ら生徒 の関心 の強 ・生 徒 一 人一 人 の 考 え を大

8

い もの を一つ を選 び、体験的 な学習 や デ

ベ ー トな どの学習 法を用 いて生 命倫 理 に

切 にす る とともに、 主張

の根拠 を明確 にす る よ う

時 つ い て理 解 を深 め る 。 に工 夫 す る 。
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3指 導案

第1時 での生命倫理 の概略 と、第2時 での生殖医療 についての学習 を受け て、第3時 の授

業 を構 成す る。第2時 の生殖医療 の学習の ところで 出生前診断 に も触れ るこ とになるが、 第

3時 では、私 たちが もっ と障害者 を理解 し、共感 し、かかわ りを もつ ことの必要性 を理 解 す

る。その ため 第3時 で は 「理解 ・共感 ・かか わ り」 をキーワー ドに指導案 を作成 した。

第3時 「障害の ある人 たち と共 に生 きる社会」

(1)本 時の ね らい

障害のあ る人たち と共 に生 きる社会 につ いて考 える。

(2)本 時の展開

学 習 項 目 学 習 活 動 指導上の留意点

導 〈理解 〉 ・誰 もが交通事故等で障害 を有す る可 能性 の ・障 害 を身 近 な もの と し

入

10
障害 に対 す る あ るこ とを指摘 し、そ う した観点 か ら障 害 て と ら え させ る よ う に

分 理解 を生徒 に考 えさせ る。 工 夫 す る 。

〈共感 〉 ・養護学校 の授業 の様 子 や運動 会 、学 芸会 、 ・障害児た ちの 生 き生 き

障害 のあ る児 文化祭 な どの学校行事の ビデ オを見 て、 障 と した様子 を伝 える。

童生徒の様子 害児 に対す る理解 と共感 を深め る。

・国や 自治体が進め ようと してい る福祉 行 政 ・行 政がめ ざす福 祉 行政

につ いて学ぶ 。(政 府 が策定 した 「障害 者 を考 察 す る 。

展
開 福祉 行 政 につ プ ラ ン」 の 概 要 を説 明 す る。)

30

分
い て ・ 「ノ ーマ ラ イゼ ー シ ョン」 の 理 念 に つ い て ・北 欧等の福祉 先進 国 と

学 ぶ 。 呼ばれ る国 々の実 情 に

・さまざまな個性や能力 をもつ人々が共 に生 つ い て も触 れ る。

きる社会の大切 さを知る。

〈かかわ り〉 ・共生社会 に向けて、高校生 として何 が で き ・養護学校 の夏祭 りに ボ

ま

と
共生社会に向 るか を考 え させ る。 ラ ンテ ィア と して 参 加

め けて ・障害者 とかかわ りをもつこ との大 切 さを指 している高校 生 を紹 介
10

分 摘 し、そのため にどんな活 動が必要 か 、意 す る 。

見 を発表 させ る。

(3)評 価 の観 点

① 障害 を自分の 身になって考 えるこ とがで きたか。

② 障害者 をよ り深 く理解す ることがで きたか。

③ 相 手の意見 を尊重す る とともに、自分の意見や主張 を表現す ることがで きたか。
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第5時 「臓器 移植 の もた らす もの」

(1)本 時のね らい

本時で は、脳死 問題 を 自分 自身や家族 、友 人な どに起 こ りうる身近 な問題 と して認識 させ

る とともに、脳死 問題 は 自分 自身の 「生 き方 の問題」 その ものであるこ とを理解 させ る。 さ

らに、 この問題 は脳死者 とその身近な人々、臓器移植 を待つ人 々の両面 か ら考察す るこ とが

重 要で、脳 死状態 となった人か らの臓器移植 を考 えるにあ たっては、移植待機者へ の配慮 だ

けで な く、脳 死状態 となった人 の家族 の死生観 、その心情 な ども理解 させ る。

(2)本 時の展 開

学 習 項 目 学 習 活 動 指導上の留意点

「脳 死」 の可 能性 ・現 在 、 どの よ うな場 合 に脳 死 に な る 可 ・生徒 に 日常生 活 の 中で

導
の増 大 能性が あるのか を知 り、脳死が 身 近 な の突発的 な死 亡 原 因 に

問題 であるこ とを理解す る。 つ い て考 え させ る 。

入 予測 される生徒 の指摘 ・わが 国の死亡 原 因 を示

・交通事故 ・水難事故 す資料 を使用 し、脳 死

5 ・転 落 、転 倒 ・脳 疾 患 な ど になる可能性 の高 さを

・今後 の医学 の進歩 は、脳死者 の割合 を 具体的 に気付 かせ る。

分 増加 させ る可能性が高 いこ とを理解 す

る 。

① 「脳 死」 につ い ・脳 死及 び臓器移植 に対 しての 自分 の意 ・前 時 の 内容 を確 認 す る。

て学 ぶ 見 を表明す る。 ・挙手で全体 の数 を確 認

展
・脳 死 を人 の 死 と認 め ます か 。 して も良 い 。

・脳死状態か らの臓器移植 に賛 成 しま

す か 。

② 「脳死」 に対 す ・脳 死及 び脳 死状態か らの臓 器移 植 に対 ・こ こ数 年 ほ とん ど変 化

る意識 す る日本人の意識のデ ータを読 む。 が ない こ とを確 認す る。
開
・脳 死 者 と そ の 家 ・脳 死状態か らの臓器移植 に対す る賛 否 ・で きるだけ資料 の分析

族 両論の 内容 につ いて知 る 。(新 聞等 の の 中か ら気付かせ る。

・移 植 を待 つ 人 々
資 料 ・統計資料) ・当 事 者 感覚 を もたせ る。

主 と して容 認論 は レシピエ ン ト(臓 器 ・立 場 に よ っ て 意 見 は 変

40
移 植 を受ける人)の 立場 であ り、反 対 わ る可能性 を理 解 させ

論 は脳 死状態 とな った人の近親 者の 立 る 。

場 である ことを理解する。

*脳 死者 の家族 側の気持 ちや移植 を待

分 つ レシ ピエ ン トたちの状況 や心 情 を

擬似体験 で きる ような映像資 料 、書

籍 な どの利用 も効果 的である。
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③脳死再考 ・自分の 「死」 に対する生前 の意志 表示

は 自己の権利 であるが、家族 や社 会 な

どに対す る責 任 を伴 うことを理解す る。

・リ ビ ン グ ウ ィ ル(註)

・患者の 自己決定権

・改 め て この 問 題 に つ い て考 え る 。

「脳 死移植 か らの ・脳 死移植の問題 は様 々な立場を尊重 し、 ・様 々 な立 場 の 人 へ の 思

ま
問 い 」 決定 してい くことが重 要であ る こと を いや りと自己 の人 生 を

と 理 解 す る。 真 剣 に考え る必 要性 を
め
5

・そ の 中で リ ヴ ィ グ ヴ ィル の よ うな 自 己 強 調 した い 。

分 決定権を尊重する観点の必要性を理解

す る 。

註:リ ビングウ ィル とは判断力の ある問 に前 もって医師 に対 して 自分の医療 について の指 示 を

書い た文書の こ と。

(3)評 価の観 点

① 脳死が 身近 に起 こ りうる問題 であ ることを実感で きたか。

② 自己決定権 の尊重 の大切 さが理解で きたか。

③ 脳死移植 の問題 は 自己の 「生 き方その もの」 を問 うことに気づい たか。

(4)分 析 と考察

交通事故や転倒 、水難事故 な ど、 日常生活 の中で誰 もが 「脳 死」 になる可能性 を持 っ てい

る とい う指摘 は、生徒 に この問題 に対す る意識 を 目覚め させ るの に大い に効果が あった。 今

後 も生 命倫理 の問題は 日常 とのつなが りを感 じさせ るこ とが大切であ るといえる。

脳 死 と臓器移植 に対 す る生徒 の考えは、「脳 死」 を 「人の死」 と認 め る もの が脳 死状 態 か

らの臓 器移植 に賛成で、認め ない ものは反対 もし くは慎重派 とい うわけでは必ず しもな か っ

た。 「脳 死」 を 「人の死」 とは認めない もので も、脳死状態か らの臓器移植 に対 しては認 め

る とい う意見 もか な りあ り、臓 器移植 自体 に生理的 な嫌悪感 を示す生徒 もいた。 この点 は、

脳死 の問題 を扱 うにあ たって、今 後考えていかねばな らない課題 である。

生 の終わ りにおけ る自己の身体の扱いについては、 自己の意志が尊重 されるべ きものだが、

常 に家族や社会 な どに対 しての責任 を考 えていかなければな らない とい うことは、生徒 に良

く理 解で きたようだ。 しか し、依然 と して 「死んで しまえば関係 ない」 とい う意識 の生徒 も

いたので 、今後 は もっ と死の問題 を通 して 「生 き方」 を考 える視 点 を盛 り込みたい。

(5)参 考文献

「見 えない死 一脳死 と臓 器移植」

「脳 死」

「脳 死臨調批判」

「犠牲」

中島みち

立花 隆

立花 隆

柳田邦男

著

著

著

著

文芸春秋

中央公論社

中央公論社

文芸春秋 他
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第8時 ま とめの学習

生命 倫理 について大 きく3つ のテーマを選 び学習 して きた。 それぞれの テーマで まとめの

学習 を構 成す るこ とが で きる。 それは生徒一人 ひと りが主体的 に考 え、問題 に関わ って い く

学習 とな る ものであ る。ここでは2つ のテーマ につ いて指導案 を作成 した。

ま とめの学習A「 生殖医療 と障害 のある人 たちと共 に生 きる社会」の ま とめ

(1)本 時 のね らい

障害 者の立場 を知 るための擬似体験 で、障害者が生活す る上での不便 さや不都合 などを体

験す る ことによって、障害 を より身近 に感 じさせ る。また第3時 の最後で高校生のボラ ンテ ィ

ァ活動 につい て学習 した ことを受 けて、養護学校 な どに介護 ・介助体験 に行 くことを計画 し、

その準 備の話 し合 いを行 わせ る。

〈事前学 習 〉

放 課後 な どを利用 して、生徒 に事前 に障害者 の立場 を知 るための擬似体験 をさせ る。学 校

内外 を介助者 と体験者 を一つの班 と して散策 して もらい、障害者 に とって どん な点が不都 合

か を考 えさせ る。KJ法 で気付 いた点 をカー ドに書 かせるか、 ワー ク シー ト であ る程 度 の

視 点 を与 えて問題点 を出 させ る。生徒 の積極性 を引 き出す ことがで きれば、 さらに近隣 のバ

スや タクシー会社 、駅等 を訪問 し、障害者 の利用 の利 便性 向上 のために どんな取 り組み が な

されてい るか を調べ させ る。 また区役所や市役所等 の福祉課 な どを訪 ね させ 、現在の行 政 レ

ベルでの施策 について聞 き取 り調査 をさせる。

資料

ワー ク シ ー ト

ロ 街 に は障 害 の あ る 人 た ち に とっ て どん なバ リア(障 壁)が あ る か調 べ て み よ う。

1学 校 か ら最 寄 り駅 まで の 道 路 や 公 園 は ど うな って い る か 調 べ て み よ う。

道 路 イ.通 行 しや す い 口.少 し通行 しず らい ハ.通 行 しに くい

公 園 イ.利 用 しや す い ロ.少 し利 用 しず らい ハ.利 用 しに くい

駅 イ.利 用 しや す い 口.少 し利用 しず らい ハ.利 用 しに くい

2次 の設 備 が どの 程 度 設 置 され て い るか 調べ て み よ う。

視 覚 障 害 者 用 信 号 機(歩 行 者 信 号 が 青 にな っ た こ と をメ ロ デ ィー等 で知 らせ る もの)

イ.十 分 に 設 置 され て い る

ロ.設 置 され て い な い と ころ が あ る

ハ.ほ とん ど設 置 され て い な い

※ 同様 の調 査 を視 聴 覚 障 害者 用 の 誘 導 ブ ロ ッ クや 点 字案 内板 、 障害 者 用 トイ レ、 障 害 者

用 公 衆 電 話(電 話 台)な ど につ い て も行 う。

3周 囲 の 人 た ちが ど ん な対 応 を した ら よい か 考 えて み よ う。

4気 付 つ い た 点 や 感 じた こ と を書 い て み よ う。

口 学 校 や 図書 館 で は 、 障 害 の あ る人 た ち に対 して ど ん な配 慮 が な され て い るか 調 べ て み よ

う。

誘 導 ブ ロ ック、 点 字 案 内 板 、 障 害 者 用 トイ レな どの 設 備 が どの よ う に役 立 っ て い る か

調 べ て み る。
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(2)本 時 の 展 開

学 習 項 目 学 習 活 動 指導上の留意点

事前学 習 につ い 「身体障害」班
・生徒が障害 者 の立 場

導
て全体 に解 説 ・車椅 子 に乗 る生徒 と介助す る生徒 に分 け て に立 って行 動 す る よ

活 動 す る。 うに配 慮 す る 。

入 「視覚障害」班

・アイマ スクをつけて視覚障害 を体験 す る生

10 徒 と介助す る生徒 に分 けて活動す る。

「聴覚障害」班

分 ・ヘ ッ ドフ ォ ンや耳 栓 等 を利 用 して 聴 覚 障 害

を体 験 す る 。

①気付いた点や ・各 班 か ら気 付 い た点 を発 表 させ 、 カ ー ドに
・カ ー ド整 理 あ る い は

感 じた こ との 書 かせ る。その カー ドを どん どん黒板 には っ ワ ー ク シ ー トに つ い

整 理 。 て い く。 て説 明 す る 。

予測 される生徒 か らの指摘

・段 差 が多 い 。

・ス ロ ー プ が な い
。

・車 イス用 トイ レが な い(少 な い)。

展
・エ レ ベ ー タ ー が な く、 階 上 に 行 く の

・障害 のあ る人 た ちが

が 困 難 。 自由に街 で活 動す る

・駅前 は不法駐 輪が多 く通 りず らい。 に は まだ い くつ か の

開
・立 体 交 差 に なっ て い る と ころ は 、 大 課題があ るこ と を確

き く迂 回 しなけ れ ば な らな い 。 認 す る 。

・点 字 案 内 板 が ほ とん どな い 。

・指 摘 され た点 で 類 似 した もの を整 理 し、 ま ・どん なに施設 が整 備

35 とめ 、 どの よ う に改 善 す べ きか を考 え る。 されて も周 囲の 人 た

・ 「バ リア フ リー」 の 理 念 につ い て 学 習 す る ちの思いや りが 大切

・ 「心 のバ リア」 につ い て も触 れ る。 であ るこ とを確 認す

②養護学校や障 ・養 護 学 校 な どに通 う児 童 ・生 徒 につ い て 理 る 。

分
害者の通所施 解 を深 める。また障害の種類 な どに応 じて ・障害 のある児童 生徒

設に介助体験 どの ような学校が あるか を知 る。 をさ らに理 解す る方

に行 く こ と を ・福祉作業所 や生活実習所 な ど通所施 設 また 法 を工夫す る。

計画 して話 し 更生 施設 について も学習す る。 ・障 害 児 は とて も豊 か

合 う 。 ・知的障害 のある児童 ・生徒が通 う養護 学校 な感性 をもって い る

に介助体験 に行 くことを計画 し、その 際 に こ とに も触 れ る。

注 意 すべ き こ と を話 し合 う。
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ま
障害者 の生活 を ・私 たちの身の回 りに も懸命 に生 きて いる障 ・障 害 の あ る 人 た ち に

と 見 つ め 、 自分 の 害者が いるこ とを再確認 し、自らの在 り方 対する共感を重視す
め

5 生 き方 を問 い直 生 き方 を考 えさせ る。 る 。

分 して み よ う。

(3)評 価 の観 点

① 障害 者が生活す る うえで 、まだ解決すべ きい くつかの課題があ るこ とが理解 で きたか。

② 障害のあ る人 たちが 自由に街 に出て活動す るため には、私 たちの 「心 のバ リア」 を取 り

除 く必要があ るこ とを理解で きたか。

③ 生徒 自身の在 り方生 き方 につ いて見直す きっか けを与 えるこ とがで きたか。

〈事 後学 習 〉

介助 体験 の後、 さらに授業時 間を とって体験発表や作文 な どで学習 を深 める ことがで きる。

また障害児 に対す る理解 を深 めた後 に、出生前診 断の是非 につ いて議論す る ことも生徒 の 変化

を知 る上 で興味深い学習で ある。

(4)分 析 と考 察 ～公民科 と体験学習 ・ボラ ンテ ィア学習 の関連 ～

高等 学校 の公民科で体験学習 ・ボ ランテ ィア学習 を取 り入れる理 由は、それが現代 社会 の

問題 を考 えさせ る重要 な方法 あ り、 自分達 の行動 が よ りよい社会 の形成 につながってい る と

の認識 を生徒 達 に もたせ るための方法 となるか らである。生命倫理 の問題 に当てはめて 図式

化 してみ よう。

生命倫理

の学習
⇒
障害者の人権

問題の理解
⇒
体験学習

ボランティア学習
⇒
障害者 に対 す る

深い共感

⇒
自己の生 き方 の

問い直 し
⇒
よ りよい社会

の形成

つ ま りこの学習 は、社会的問題 か ら出発 して、他者 の痛 みに対す る共感 を媒介 に自分 の生

き方 を見 つめ るとい うものであ る。この図式 は便宜的 に一方 向に記 されているが、実際 は相

互 に関連 しあい なが ら深 まってい くもので あ り、その ことがよ りよい社会の形成 にもつ ながっ

て い くのであ る。

(4)参 考文献

「厚生 白書 」 厚生省 編

「障害者 白書」 総理府 編

「生 と死の先端医療」 生命操作 を考 える市民の会 編 解放 出版社
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まとめの学習B「 臓器移植の もた らすもの」の まとめ

(1)本 時のね らい

脳 死移植 に対す る様 々な問題 とそ の本質 について第4・5時 に学習 した ことを活か し、脳

死移植 を題材 としてデ ィベ ー トをお こな う。第5時 で はあ ま り生徒 同士 の意見交換 な どの時

間が とれ なかったので この時間にそ ういった要素 も盛 り込み、 自分の意見 を表明す るため の

論理的能力 や意見表 明能力、相手 の意見 を分析す る能力 などを育て るとともにそ の必要 性 に

つい て理解 させ る。デ ィベー トは勝敗 を判定す るが 、勝敗 に本質があ るので はな く、実 施 に

よってコ ミュニケーシ ョンの方法 、 自説 の弱点の理解や補強、問題点の整理 、意見 が異 な る

他者へ の理解 と歩 み寄 りの姿勢 の獲 得な どが本来 の主 な 目的で ある。暗記的知識 を生 きた知

識 にす る方法 と して、デ ィベー トは有効 である。

(2)実 施 に当た って

① 論題 の発表

論題 「脳 死状態か らの臓器移植 を推 進すべ し」

*様 々 な論題の設定が可能であ るが、二重の内容 を持 つ論題 や現状改革 の視点が ない もの

はさけ る。 デ ィベ ー トの論題 として は、「AはBで ある」「AはCす べ きであ る」 とい う

ような 「命題」形式が標準 とされ る。

② 事前 リサ ーチ

十分 な リサーチのための時間 を与 える。まず肯定 ・否定の両面か ら資料 を集 め させ 、仮

説 の構 築、証拠資料 の収集へ 進む。そ して最後 に論点 シー トを作成 させ る。

③ デ ィベー トの方法

デ ィベー トの方法 には様々な形式が あるが 、本 時 では全員 参 加方 式 、 そ して典 型 的 な

「尋問型 デ ィベ ー ト」形式 を採用す る。司会 ・タイムキーパーは教員が行 う。

全員参加方式

肯定側2～4名 否定側2～4名 ジ ャッジ1～3名 の グルー プを組 む

(分 け方 は本来 の意見 に関係 な く、機械 的 に割 り振 る)

*も ちろん代表選手形式で も可。その場合 は、聴 衆 となる生徒 をジャ ッジにす る.

尋 問 型 デ ィベ ー トの流 れ(50分 用)

肯定側第1立 論

否定側反対尋問

否定側第1立 論

肯定側反対尋問

肯定側第2立 論

否定側反対尋問

否定側第2立 論

肯定側反対尋問

分

分

分

分

分

分

分

分

3

3

3

3

3

3

3

3

作戦 タイム

否定側 第1反 駁

肯定側 第1反 駁

否定側 第2反 駁

肯定側 第2反 駁

分

分

分

分

分

9
自

Q
U

O
O

O
O

O
O
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④ デ ィベ ー ト中の留意点(そ れぞれの場面で以下の こ とを必ず行 わせ る)

立 論

ア

イ

ウ

定 義 「○ ○ と は○ ○ で あ る」

プ ラ ンの 提 示

「第 一 に ～ します 」

「第 二 に ～ します 」 … …

メ リ ッ ト(デ メ リ ッ ト)の 主 張

尋 問

ア 立論の確認

イ 証拠資料の確認

ウ 根拠の確認

反 駁

ア メ リッ ト(デ メ リッ ト)の 成立 を示す。(守 り)

イ デ メ リッ ト(メ リッ ト)の 不成立 を示す 。(攻 め)

ウ メ リッ ト(デ メ リッ ト)の 優位 を示す。(総 括)

⑤ ジ ャッジの観点(必 要条件)

ジ ャッジが一番難 しいこ とであ ろうが 、以下の ような点 に注意 させ る。

ア 私見や個人的感情 を捨て るこ と。

イ 判定基準 を明確 にす る。(メ リッ トとデメ リッ トの比較 、議論 の優 劣)

ウ ルール違反 は見逃 さない こと。

(相手チ ームへ の非礼 、証拠のねつ造、相手側の論理の 曲解、反駁で の新 しい論

点の提出、 タイムオーバ ー)

工 議論の範囲内 に限 って判定す る。

オ 引 き分け はな し。(同 等 の場合 は否定側 の勝利)

⑥ 講 評

デ ィベー ト経験 が少 ない高校生 に、い きな りデ ィベ ー トをお こなわ させて も必 ず しも成

功す る とは限 らないが、 ディベ ー トを経験 させるだけで も問題 に対す るさまざまな気 付 き

や 問題へ の理解の深化が見 られ る。 うま くいかなか った場合 で も最後 に教員が講評 を加 え

るこ とに よって、達成度 を高めた り授業の意味付 けをお こなうことが大切である。デ ィベー

トの経験 が増 える ことによ り、生徒 の問題探 究能力や解決能力が徐 々 に高 まってい くよ う

な年 間を通 しての指導が望 まれ る。

(3)評 価の観点

① 事前 の リサーチ を十分 にお こないルー ルに従い議論 をお こなったか。

② コ ミュニケー シ ョンの重要 さ、論理の必要性 について理解 したか。

③ デ ィベ ー トによ り、テ ーマへの理解が深化 されたか。

(4)参 考文献

「中高生のためのや さ しいデ ィベー ト入門』 上條春 夫 著 学事 出版

「デ ィベー トで変わ る社会科授 業』 吉永裕也 著 明治図書
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IV分 析 と考察

1生 徒 の状 況

そ れぞれの分科会 で指導案 を検証す るための授業研 究 を行 った結 果、第1分 科会が扱 う内容

につ いては、有効求人倍率の低下、超氷河期 といわれ る就職状況、 リス トラの進行 をめ ぐる報

道 な どに よ り、生徒 の関心 は高か った。 ただ し、 フリー ター(フ リーアルバ イター)指 向 な ど

の職業 意識の変化 は、生徒の 中か らも感 じられた。 また、「労働生 活上 の トラブ ル」 を法 的 手

続 きを用いて解決す る方法 につ いての知識 は不十分であ った。 また、第2分 科会が扱 う内容 に

ついて も、平成9年 の 「臓器移植法」 の成立 によ り 「脳死移植」が現実の もの となってい るた

め、教材 と して取 り上 げる ことへ の生徒 の抵抗感 は少 なか った。 「生命 倫理 」 をめ ぐって は、

関心 が高 く、例 えば ドナーカー ドを所持 している生徒 は想像以上 に多 か ったが 、 「脳 死 」 が 自

分 や家族 に とって も起 こ りうるこ とである とい う現実的な認識 は薄い状況にあ った。また、ノー

マ ライゼ ーシ ョンの必要性 は感 じなが らも、その実現 に向 けて主体的 に働 きかける姿勢 は希 薄

であ った。 これ らに共通す る ことは、生徒が現代社会の抱 える諸問題 に対す る認識 は もち なが

らも、そ れを自分 自身の問題 として捉 えて解決 しよ うとい う姿勢が欠如 していた ことであった。

2第1分 科会の研究 内容 について

第1分 科会で は、「法的 な問題解決能力」の向上 を通 して、課題 に対 して主体 的 に取 り組 む

姿勢 を育 む授業 を工夫 した。生徒 には ロールプ レイや ワークシー トの作成 を通 して、労働 問題

が 自分 自身の問題 となる可 能性 がある ζとを理解 させ 、その解決 には法的 な知識 が必要で あ る

ことを実感 させ る ことがで きた。 また、賃金 ・解 雇な どの トラブルを生徒 に提示 する ことに よ

り、課題 を解決 するたゐ には 自らが行動 を起 こす こ とが重要で あるこ とを認識 させ ることが で

きた。今後 は、今 回の授業 を通 じて培 った姿勢 を もとに して、現代社会が抱 える諸問題 に対 し

て主体的 に取 り組 む態度 を確立す るこ とが重要で ある。

3第2分 科会の研究 内容 について

第2分 科会で は、「生命倫理」 をめ ぐる問題 に対 しての 自己の意見 の表 明や 、 障害 者 の立 場

を知 る擬似体験や介護 ・介助体験 な どを通 して、「自分 自身の生 き方 を問 う」授業 を工夫 した 。

生殖 医療 、臓器移植 、尊厳 死な どを生徒 に 自らの課題 として捉 え させ るため には、NIEの 活

用や デ ィベ ー トな どが有効である ことがわかった。その 中で 、自分 の意見 を主張 する ことを通

して それぞれの立場 を確 認す ることがで きた。ただ し、介助体験 や障害者 の立場 を知 る擬似 体

験 な どの体験 的な学 習は、準備段 階か ら実際の授業 に至 る まで に相 当な時間を要す る。そ の た

め 、授業 のね らい を明確 に し、年間指導計画の中での的確 な位 置付 けを行 うことが重要である。

4全 体 を通 じての課 題

本研究 部会 では、主題 にそ って様 々 な学習形態 を取 り入れた授業実践 を試 みた。 これ よっ て

生徒 自身の在 り方生 き方 にどれだけ関わ ることがで きたかにつ いて、継続 的な検 証 をす る こ と

が重要で ある。 さらに、 この教科 で学んだ知識 を総合化 し、「総合 的 な学 習 の時 間」 に連動 さ

せてい く工 夫 をする ことも必要である。そのためには、基本的 な知識 を習得 させ るこ とは もち

ろんの こ と、生徒 の興 味 ・関心そ して主体性 に訴 え、現代社会 を多様 な角度 か ら捉 えさせ て い

く擬似体験 や直接体験 を用いた学 習活動の工 夫な どの指導方法 の探究 が今後 の課題であ る。
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